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意見
【意見概要】

（１）第３回宮津市都市計画マスタープラン策定委員会の意見と対応について

・特になし。

（２）全体構想、都市整備方針について

＜全ゾーン設定＞

・市街地、文珠、府中にも沿岸はあるので、沿岸ゾーンとしての位置づけも必要ではないか。

・具体的には、須津と文珠の間の国定公園のゾーン。現状は荒廃しているが、これらを良くすることは、観

光面、環境面どちらでも影響があり、良くしていこうという位置づけを示すことが必要。

・市街地と文珠の間の資材置場等低未利用地もある。

・ゾーン設定について柔軟に考えたほうがいいと思う。重複してもいいので、特色を示してほしい。

・将来に向けて、価値を高めていきたい、そういう位置づけを行うのが良いかなと思う。

（候補） 「観光沿岸ゾーン」「海洋資源活用ゾーン」など
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ゾーン分け

拠 点 拠点の機能 

中心都市拠点 
・観光・交流拠点機能（ウオーターフロント、まちなか観光機能等） 
・都市的サービス機能 
・丹後観光の玄関口機能（道の駅、観光情報センター機能等） 

交通結節・広域連携拠点 
・宮津市の西の玄関口機能 
・丹後半島方面との結節機能 
・隣接する与謝野町との連携による各種都市的サービス機能 

観光交流拠点 
・観光拠点機能 
・観光市街地機能 

地域交流拠点 
・観光拠点機能 
・観光集落機能 

 都 市 軸 都市軸の機能 
広域軸 ・本市と京阪神地域、その他の都市を連絡 
都市軸 
（沿岸交流軸・田園交流軸） 

・各活拠点を連絡 
（都市軸のうち、海岸沿いを通るもの・田園を通るもの） 

天橋立交流軸 
・中心都市拠点、広域連携拠点から天橋立に連絡 
・観光交流軸として各種交流機能を提供 

高原交流軸 ・森林レクリエーションを中心とした機能を連絡 
半島交流軸 ・海洋レクリエーションを中心とした機能を連絡 
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ゾーン分け

ゾーン ゾーンの機能 

市街地ゾーン 
・市街地内の歴史資源などを活かした個性的な市街地の整備 
・周辺の自然環境と調和した市街地の計画的な整備 

観光市街地ゾーン 
・市街地内の歴史資源などを活かした個性的な市街地の整備 
・周辺の自然環境と調和した市街地の計画的な整備 
・観光交流を重視した市街地の整備 

沿岸ゾーン（東部・北部） 

・自然環境の保全 
・海洋レクリエーション等交流機能の展開 
・農業振興に向けた環境の充実 
・緑豊かなリゾート等交流機能の展開 

森林・高原ゾーン（南部・北部） 
・山地の緑を保全 
・農業振興に向けた環境の充実 
・自然資源を活かした交流機能の展開 

 （追加）

観光沿岸ゾーン（須津～文珠、市街地）

賑わい沿岸ゾーン（田井ヨットハーバー～市街地）

文化的景観沿岸ゾーン（溝尻中心に府中の沿岸）
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ゾーン分け
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ゾーン分け
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意見
【意見概要】

＜将来都市構成の設定（特色のあるキャッチフレーズ）＞

・前回は「観光・交流都市」ということで、テーマがはっきりと分かりやすかった。

・「持続可能で豊かなまちづくり」とうのは幅が広すぎて、分かり難いのではないかと思う。もう少し考え

てもいいのでは。

・これまでの委員会での議論を考えると、「宮津の風土を活かして」とか、「歴史文化を活かして」とかそ

ういう議論であったので、そのあたりを使うことも考えられる。

・総合計画は、総花的なものなので仕方がなかったとは思うが、宮津らしさというか特徴は欲しい。

・宮津は天橋立をはじめ自然に恵まれている。市民が行動していくことが大事。意見や言葉だけでなく、行

動が大事。

・これまでの意見を参考に「共に創る 人が創る 自然が創る 豊かなみやづ」。

・一言でわかる「スローガン」的なものが良いと思う。

・特色が大事。宮津ならではの特色が生かされるまちづくりが大事と思う。特色は、環境であり、人であり、

それらが輝くことだと思う。ただ、最近は宮津ではそういうのが弱いと思う。

・与謝野町なんかはそういったことがはっきり出ていると思う。ホップとか。ホップを使ったクラフトビール

で、２、３件起業している。20代後半など若かった。

（候補） 「人」「自然」「歴史」「活力ある～」

×「持続可能」のように抽象的なものは避けたい
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キャッチフレーズ

（策定委員会の意見から）

「宮津らしい風土」、「人」「自然」、「歴史文化」、「海」

「共に創る、人が創る、自然が創る、豊かなまち みやづ」

「共に創る 海と森と歴史を活かした豊かなまちづくり」

（宮津の都市計画の歴史から）

「天橋立」「景観」…当初の都市計画区域にも影響、用途地域指定も景観への配慮の考え
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キャッチフレーズ

 将来像（目指す都市像） 方針、目標など 

宮津市 

共に創る みんなが活躍する 豊かなまちみやづ 「     」 
・地域経済力がたかまるまちづくり 
・住みたい、住み続けたいまちづくり 
・安全・安心に生活できるまちづくり 
・健康で生き生きと幸せに暮らせるまちづくり 
・ふるさとを大切に学びを深めるまちづくり 

福知山市 
（見直し予定） 

北近畿をリードする創造性あふれるまち 福知山 福知山らしいコンパクトな都市 
・中心市街地の再生 
・中核となる集落の形成 
・高齢者等の移動のしやすさと確保 
・良好な住宅市街地の形成 
・災害に強い都市づくり 
・都市と農山村の交流促進 
・効率的な都市の経営 

綾部市 

住んでよかった…  
ゆったりやすらぎの田園都市・綾部 

「     」 
・快適に暮らせる身近な生活圏と都市づくり 
・生活・産業基盤が整った活力ある都市づくり 
・由良川水系等の自然・風土を共有する都市づくり 
・安全で災害に強い都市づくり 
・市民等と行政の協働による個性を活かした都市づくり 

舞鶴市 

東アジアに躍動する国際港湾・交流都市 舞鶴 子どもからお年寄りまで安心して暮らせるまち・舞鶴の実現 
舞鶴版コンパクトシティ＋ネットワーク 
・持続可能なまちづくり 
・快適なまちづくり 
・活力あふれるまちづくり 
・自然と共生するまちづくり 
・安全・安心なまちづくり 

京丹後市 

ひと みず みどり 市民総参加で飛躍するまち  
北近畿新時代への和のちから輝く 京丹後 

人と経済・文化が交流する 活力あふれる北近畿の拠点都
市 
・若い世代のしごとや生活への夢がかなえられる「まち」を目指します 
・人と人とが交流し、笑顔があふれる「まち」を目指します 
・子育て世代やお年寄りなど、世代を問わずだれもが包摂され、いきい

きと快適に暮らせる「まち」を目指します 
・だれもが安全で安心して生活できる「まち」を目指します 
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意見
【意見概要】

＜土地利用方針＞

・住宅地、商業地、工業地としておきながら、住宅地以外の方針が弱い。

・これまでの意見で、工業地の話も出ていたし、何かしら方向性を示してほしい。

・例えば、海があるので、海産物系の工場を誘致し、観光にもつなげられないかとか、特徴のある方向性が

示されればと思う。他にはできない宮津ならではの企業誘致をイメージしてほしい。
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商業地、工業地の方針
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結果について
【結果】
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結果について
【結果】
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意見
【意見概要】

＜海の魅力＞

・海沿いには建築需要はある。一方で、現状として荒廃している土地や低未利用地もあり、魅力が弱まって

おり、すごくもったいない。

・文珠から島崎公園あたりの市街地までの部分には、魅力があり、今後活用を考えていくべきだと思う。

・海のない土地の人間からすると、海は非常に大きな魅力。

・せっかく海洋高校があるので、日本全体の利になるような、海洋大学のようなものを設置してはどうかと

思う。日本海の中に無尽蔵にあるメタンハイドレートの活用の研究をするなど。そうすれば、企業も若い

人間も来るのではないかと思う。文化的な部分もいいが、こうしたエネルギーの部分を抑え込んで、宮津

からそれらを発信していけるようにできればすごいことだと思う。これからの日本を考えていける話をし

ても良いのではないかと思う。

・海洋高校を「海洋資源活用拠点」と位置付けても良いのではと感じる。



「地域別構想」「これからのまちづくりの
展開」について
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現行都市計画マスタープランの構成

まちづくりの基本理念

まちづくりの目標像

今後の展望

まちづくりの基本方針

全体構想

土地利用の方針

将来フレーム

地域別構想 地域別構想 地域別構想

都市施設整備の方針

景観形成の方針 住宅・住環境整備の方針

都市防災の方針

今回ここ

… 海園都市みやづ

… 観光・交流都市

現行都市計画マスタープラン

… 共に創る

… ５つの柱

見直し案
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地域別構想

◎地域構造図

現都市マス 変更案  

市街地地域 
宮津地区 市街地地域 都市機能が集約 
上宮津地区 南部地域 自然資源が豊か（南部） 

天橋立周辺地域 
府中・文珠地区 天橋立周辺地域 天橋立 
須津地区 IC 周辺地域（上宮津の一部、須津） 京阪神とつなぐ玄関口 

橋北地域 北部地域 自然資源が豊か（北部） 
東部地域 東部地域 自然資源が豊か（東部） 
 沿岸地域 海の魅力に近接 

現都市マス 変更案  

市街地地域 
宮津地区 市街地地域 都市機能が集約 
上宮津地区 南部地域 自然資源が豊か（南部） 

天橋立周辺地域 
府中・文珠地区 天橋立周辺地域 天橋立 
須津地区 IC 周辺地域（上宮津の一部、須津） 京阪神とつなぐ玄関口 

橋北地域 北部地域 自然資源が豊か（北部） 
東部地域 東部地域 自然資源が豊か（東部） 
 沿岸地域 海の魅力に近接 
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地域別構想
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地域別構想
訂正箇所

7章-15 世屋高原家族旅行村 ⇒ 世屋高原 （休止する予定）

-17 水産加工 ⇒ 水産活用

-18 体験交流拠点 ⇒ 体験交流エリア

-21 ～沿岸エリア ⇒ ～沿岸ゾーン （紛らわしいため）

8章-１ 様々な立場で宮津市に関わる人たち

⇒ 市民及び事業者を中心に様々な立場で関わる人たち
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地域別構想
地域別構想の構成

（１）まちづくりの基本的な考え方

（２）主要な課題 （現計画では、都市計画的な課題）

（３）まちづくりの方向性

見直し概要

◎共通事項

・地域の名称の変更

・時点修正 例）KTR⇒京都丹後鉄道

岩滝町⇒与謝野町 など

・表現の修正 例）街並み⇒街なみ（最近はこちらを使っている）

・例えばの事業例の削除

・内容について、大きな変更点はない
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地域別構想
・例えばの事業例の削除
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地域別構想
見直し概要

〇市街地地域

・主要な課題＜7章-２＞

「島崎エリアでの民間資本等導入による再開発」を目指していることを記載

現在取り組んでいる「重要文化的景観」の取組を記載

「宮津まちなか地域振興拠点施設」（道の駅の施設のこと）を記載

・まちづくりの方向性＜7章-３＞

「島崎エリアでの民間資本等導入による再開発」を目指していることを記載
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地域別構想
見直し概要

〇市街地地域＜7章-４＞

…道の駅の登録（H27）

島崎エリアの再開発（予定）

市街化誘導エリアの削除

（つつじが丘）
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地域別構想
見直し概要

〇南部地域

・まちづくりの方向性＜7章-６＞

「住宅団地の生活環境の維持保全」を削除

※ここでの住宅は市営住宅
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地域別構想
見直し概要

〇南部地域＜7章-７＞

…国定公園の指定（H19）

大江山スキー場閉鎖（H28）

住宅団地について削除
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地域別構想
見直し概要

〇天橋立周辺地域

・主要な課題＜7章-８＞

「丹後歴史文化博物館（仮称）」が予定されていることを反映

「京都縦貫自動車道の開通」「府中バイパスの整備」など完了したものを削除
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地域別構想
見直し概要

〇天橋立周辺地域＜7章-10＞

…府中バイパスの整備（H21）

水路環境整備の削除
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地域別構想
見直し概要

〇IC周辺地域

・まちづくりの基本的＜7章-11＞

IC周辺ということから、「京阪神との玄関口」を記載

「優良農地との調整を行ったうえで、商業用途、工業用途の土地利用」を記載

・主要な課題＜7章-11＞

「国道176号と178号の分岐点」 ⇒ 「IC周辺」
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地域別構想
見直し概要

〇IC周辺地域＜7章-12＞

…宮津天橋立IC完成（H15）

与謝天橋立IC完成（H23）
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地域別構想
見直し概要

〇北部地域

・主要な課題＜7章-13＞

「丹後海と星の見える丘公園」が完成していることを反映

・まちづくりの方向性＜ 7章-13 ＞

日置地区で漁業が中心となっているような記載を修正
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地域別構想
見直し概要

〇北部地域＜7章-15＞

…世屋高原家族旅行村

（今年度末休止）
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地域別構想
見直し概要

〇東部地域

・主要な課題＜7章-16＞

「下水道整備」を削除

・まちづくりの方向性＜7章-17＞

「京都府立海洋高等学校」を記載

「宮津エネルギー研究所の再稼働、再開発による地域振興」を記載



34

地域別構想
見直し概要

〇東部地域＜7章-18＞

…ヨットハーバー等で海の関係者等

との連携（予定）

エネルギー研究所の再開発、再稼働

による地域振興（予定）
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地域別構想
概要

〇沿岸地域＜7章-19、20＞

「東部地域」を参考に新規作成

・沿岸部分であるという特徴と市街地部分であるということ

・総合計画の「海の魅力」の部分
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地域別構想
概要

〇沿岸地域＜7章-21＞

…島崎エリアの再開発（予定）

ヨットハーバー等で海の関係者等

との連携（予定）

天橋立への誘導

重要文化的景観
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これからのまちづくりの展開
これからのまちづくり展開の構成

（１）役割（現計画では、市民・事業者・行政の協働の役割）

（２）都市計画マスタープランの活用と今後の展開

見直し概要

◎ 協働⇒共創

◎ 上位計画である新総合計画を参考に修正

これまでは、市民・事業者・行政

⇒ 関係人口とよばれる「宮津に関心、かかわりがある人」を含む



今後の予定
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今後の予定

●検討会のスケジュール

●第１回 検討にあたっての勉強会

●第２回 都市計画基礎調査の結果、総合計画の検討状況を踏まえ検討

【宮津市の概況・地域別の現況と地域特性・将来目標の設定】

●第３回 用途地域の見直しについて

●第４回 都市計画基礎調査の結果、総合計画の検討状況を踏まえ検討

【全体構想・都市整備方針】

●第５回 都市計画基礎調査の結果、総合計画の検討状況を踏まえ検討

【地域別構想・これからのまちづくりの展開】

●第6回 まとめ

今回

京都府協議
パブコメ
都市計画審議会へ報告


